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　アラメはコンブ目カジメ科カジメ属に属する多年生の

大型藻類であり1)、海中林としてアラメ場を形成するこ

とから、沿岸生態系の重要な一次生産者のひとつと位置

付けられている2)。また、佐賀県玄海地区のアカウニ・

アワビ養殖餌料として利用されており、当県の介類養殖

業においては最も重要な海藻種となっている。しかしな

がら、近年アラメの資源量は減少傾向にあり、平成25年

には長崎県3,4)、福岡県5)、山口県6)において大規模な磯

焼けが発生し、当県においても高水温や植食性魚類等の

影響によるアラメ場の減少が報告されている7)。

　このため、当センターでは、平成28 ～ 30年度にかけて、

新たな増養殖対象種として、アラメの種苗生産技術開発

及び養殖方法に関する試験8) 9) 10)を実施し、母藻を用い

た種苗生産技術を確立できたものの、沖だし後の成育不

全が課題として残った。

　今年度は引き続き、アラメフリー配偶体を用いた種苗

生産及び沖出しによる養殖試験、天然藻場での成育試験

を行ったので報告する。また、今年度はクロメに関して

もアラメと同様の試験を行った。

方　　法
　基本的な種苗生産・養殖の方法は山口11)に準じた。

なお、フリー配偶体を用いた種苗生産については、棚

田ら12) 13)のワカメの手法に準じて実施した。

１．フリー配偶体の管理及び拡大培養
　フリー配偶体の管理は、50 ～ 500mlの三角フラスコを

用いて、水温24℃、明暗12L:12D、光量10 ～ 40μ㏖/㎡/

sの条件で、白色蛍光灯を備え付けたインキュベータ内

で管理した。また、培地にはＰＥsＩ培地14)を用い、換

水は１回/２〜４ヵ月程度とした。

　拡大培養は、８月１日から開始し、500mlの三角フラ

スコを用いて、管理していた元株をハンドミキサーで約

30秒程度細砕後、通気培養を行った。換水の頻度は、１

回/ ２週間とし、その他の培養条件は、前述の管理時と

同様にした。

　また、上記作業において、コンタミ防止のため、クリー

ンベンチ内で換水作業を行うこと、乾熱処理した専用の

アラメ培養技術開発試験
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器具を使用すること、通気は0.45㎛のフィルターを介し

て行うことを徹底した。

２．採苗
　採苗に用いる種糸（直径２㎜クレモナ）は、フリー配

偶体の着生を高めるため、事前にあく抜き処理（100℃ 

10分浸漬）及び毛羽焼き処理（アルコールランプまたは

カセットコンロを使用）を行った。その後、種糸を十分

に乾燥させ、25×18.5㎝の天ぷらバットアミに隙間なく

巻き付け、採苗器とした。なお、天ぷらバットアミには、

約25ｍの種糸が巻き付け可能である。

　採苗は、令和５年９月15日、10月６日、11月７日に順

次行った。拡大培養しておいた雄と雌のフリー配偶体液

（それぞれ、500mlを２本ずつ）を顕微鏡下で約５細胞に

なるまでハンドミキサーを用いて約30〜40秒細断した

後、両フリー配偶体液を混ぜ合わせ、筆を用いて合計20

個（アラメ：９個、クロメ：11個）の採苗器に塗布した。

なお、フリー配偶体は、付着力がないことから、糸の吸

水性を利用して付着させる必要があり、作業は種糸を十

分に乾燥させたうえで行った。

　フリー配偶体を塗布した採苗器は、培地を満たしたア

クリル円筒容器（直径15㎝×高さ30㎝、有限会社アイエ

スシー）に静かに収容し、容器内へのコンタミ防止のた

め上部をサランラップで覆った。培地は70℃以上の熱海

水100Ｌを室温（約18℃）に冷却した後、ポルフィラン

コンコ（第一製網）５mlとヨウ化カリウム液（DW100ml

に対してヨウ化カリウム10ｇを溶解）２mlを添加した。

３．種苗育成管理技術開発

　種苗の育成管理は、恒温室で実施した（写真１）。水

温は、恒温室備え付けの空調で18℃に調温した。光源は、

白色蛍光灯を用い、光量50μ㏖/㎡/sから開始し、円筒

容器を設置した棚の高さを調節することで80μ㏖/㎡/s

まで増加させた。日長は、明暗10L:14Dの短日条件とし

た。通気は、ガラス管（直径５㎜）を用い、第１週目を

無通気、第２週目を微通気、第３週目以降を通気とした

（表１）。通気時は、フリー配偶体の管理及び拡大培養時

と同様、コンタミ防止のため0.45㎛のフィルターを介し
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て行った。換水は、週１回実施し、種糸全体の生育状況

を均一にする目的で、上下の反転を行った。

　また、胞子体が１㎜以上に成長した種糸を一部、屋外

1.5㎥水槽と100Lパンライト水槽に移送して中間育成を

行った。1.5㎥水槽での中間育成は、紫外線殺菌海水の

かけ流し、強通気、栄養塩不添加で行った。100Ｌパン

ライト水槽での中間育成は、強通気、止水で週１回の換

水を行い、栄養はノリシードを添加した。なお、他の藻

類が付着した場合は、低圧海水シャワーでの洗浄やタワ

シを用いて除去を行った。

４．沖出しによる養殖試験
　令和５年度生産種苗の養殖試験を名護屋岡で開始し

た。今年度は、アラメ種糸を巻き付けた養殖ロープ（約

30ｍ）とクロメ種糸を巻き付けた養殖ロープ（約40ｍ）

を使用し、沖出し後の成長の比較を行った。本ロープの

設置水深、測定項目、調査の方法及び頻度は山口11)と同

様にした。

５．天然藻場への造成試験

①令和４年度からの天然藻場造成試験

　令和５年２月16日に波戸地先に設置したアラメの種糸

のモニタリングを行った。

②令和５年度天然藻場造成試験

　アラメとクロメのフリー配偶体を用いて、天然藻場造

成試験を実施した。採苗は、令和５年９月15日、10月６

日、12月22日に順次行った。採苗方法は、コンクリート

ブロックとレンガに拡大培養したフリー配偶体を直接塗

布して行った。培養方法は、養殖用種苗の培養に準じて

行った。設置は波戸地先St1、2（図１）の地点に水中ボ

ンドで固定し、モニタリングを行った。

結　　果

１．フリー配偶体の管理及び拡大培養
　拡大培養時、フリー配偶体がマリモ状になり増殖が停

滞することがあったが、ハンドミキサーで細断すること

で増殖を促すことができた。その他の工程においては、

培養期間をとおして、コンタミを防止でき、雌雄配偶体

の混合もなかったため、安定的に培養することができた。

また、フリー配偶体の元株については、今後もコンタミ

防止及び雄と雌の混合に注意しながら管理を行い、安定

的な培養に努める必要がある。

２．採苗
　採苗には、雄と雌のフリー配偶体混合液を合計約1,300

mlを使用し、種糸を巻きつけた採苗器を20個作成した。

３．種苗育成管理技術開発
　育成は、採苗日から養殖試験を実施するまで行った。

育成時の水温は、16.6〜18.8℃ (空調18 ～ 19℃設定)で

推移した。育成15日目に光学顕微鏡レベルで胞子体が確

認された。その後、肉眼視レベルでも種糸の色の変化が

確認できるようになり、沖出し時には平均葉長約11.5㎜

～ 13.1㎜のアラメ種苗、４㎜～ 16.1㎜のクロメ種苗を

作出することができた。

　昨年度と同様、育成開始直後から、採苗器に用いた天
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ぷらバットアミに錆が生じたが、健全なアラメ、クロメ

種苗を作出できたことから影響はなかったと考えられ

る。

４．沖出しによる養殖試験
　養殖試験は、令和５年11月13日、12月５日、令和６年

１月16日に名護屋岡地区で実施した。沖出し時の海水温

は、それぞれ21.1℃、17.3℃、14.0℃であった。

　試験開始後のアラメとクロメ葉長の推移を図２に示

す。令和６年３月７日におけるアラメ葉長は、12月沖出

しが平均16.5㎝、１月沖出しが平均17.1㎝で、クロメ葉

長は、11月沖出しが平均24.6㎝、12月沖出しが平均26.8

㎝、１月沖出しが平均16.0㎝であった。（写真２）

５．天然藻場での成育試験

①令和４年度天然藻場造成試験

　令和５年６月16日時点では、約22㎝に成長し、10月18

日の調査では季節的消長で末枯れしていた（写真３）が、

成長点は残っていたため、令和６年３月22日の調査では、

約20㎝まで成長していた。（写真４）

②令和５年度天然藻場造成試験

　St1には令和５年12月18日、St2には令和６年１月31日

に設置した。３月の調査時点では、クロメはSt1で約22㎝、

St2で30㎝までに成長していた（写真５）。順次モニタリ

ングしていく予定である。

図２　試験開始後のアラメとクロメ葉長の推移

らバットアミに錆が生じたが、健全なアラメ、クロメ種苗
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写真3 アラメ（令和 5年 10月18日） 

 

 

写真4 アラメ（令和 6年 3月22日） 

 

②令和５年度天然藻場造成試験 

St1には令和 5年 12月 18日、St2には令和６年１月

31日に設置した。３月の調査時点では、クロメは St1で

約 22ｃｍ、St2で 30ｃｍまでに成長していた（写真 6）。

順次モニタリングしていく予定である。 

                                                     

 

写真5  St1のクロメ（令和 6年 3月 22日） 
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11月沖だし（クロメ）
12月沖だし（アラメ）
12月沖だし（クロメ）
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写真２　令和６年３月７日における養殖クロメの様子

写真３　アラメ（令和５年10月18日）

写真４　アラメ（令和６年３月22日）

写真５　St1のクロメ（令和６年３月22日）
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